
●平成 24 年 3 月 1 日現在（対前月比）
■人口　203,961 人（-119）　男　101,778 人（-60）　女　102,183 人（-59）　■世帯　82,444（+23）

「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。

「市報くまがや」4 月号は、72,000 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1 部当たり 15 円です。

人口と世帯

楽しいスポーツ、まず見てほしい
ウィルチェアー ( 車イス ) ラグビー日本代表候補

岸 光
こう

太
た

郎
ろう

 さん（船木台）

　

大
学
４
年
生
の
卒
業
を
間
近
に

控
え
て
い
た
時
期
に
交
通
事
故
に

遭
い
、
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
で
２
年

間
入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
後
施
設

に
入
所
し
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
、

退
所
す
る
時
、
体
力
維
持
の
た

　

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
カ
ナ
ダ
が
発

祥
で
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
チ
ー

ム
が
あ
り
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト
を
使
用
し
、
４

人
対
４
人
で
敵
陣
の
ゴ
ー
ル
ポ
ス

ト
で
区
切
ら
れ
た
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン

へ
、
パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
な
ど
で

ボ
ー
ル
を
運
び
得
点
を
競
い
ま

す
。
使
用
す
る
ボ
ー
ル
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
す
。
車
い
す
同
士
で
ぶ

つ
か
り
合
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
て
、
大
き
な
選
手
に
当
た
ら
れ

る
と
車
い
す
ご
と
横
に
飛
ば
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
ぶ
つ

か
り
合
う
の
で
は
な
く
、
い
か
に

相
手
の
裏
を
か
き
得
点
に
結
び
つ

け
る
か
。
作
戦
が
決
ま
っ
た
時
は

楽
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
一
人
で
頑
張
れ
ば
い
い

の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
い
く
。
障
が
い
を

負
わ
な
け
れ
ば
知
り
合
わ
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
人
と
ひ
と
つ
の
競
技

を
や
る
。
そ
れ
も
魅
力
の
ひ
と
つ

で
す
。
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
く
て

も
、
ま
ず
見
て
ほ
し
い
。
迫
力
の

あ
る
、
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

初
め
て
見
る
人
は
ぶ
つ
か
る
音
に

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー（
車
イ
ス
）

ラ
グ
ビ
ー
と
の
出
会
い

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー

の
魅
力

ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

夢追い人
情熱世代

め
に
運
動
を
な
に
か
や
ろ
う
と
決

め
て
い
ま
し
た
。
相
談
し
た
施
設

の
先
生
が
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ

ビ
ー
の
連
盟
の
役
員
で
誘
わ
れ
た

の
が
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。
競

技
生
活
は
15
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
８
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
す
。
昨
年
11
月

の
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
区
予

選
で
準
優
勝
し
日
本
は
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。
予
選
に
は
私

も
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
出
ま
し
た
。
現

在
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代

表
候
補
の
強
化
合
宿
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
代
表
と

な
り
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

い
う
夢
の
舞
台
に
立
ち
、

一
戦
一
戦
を
大
切
に
し
て

力
を
出
し
良
い
成
績
を
収

め
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

試合中の岸さん 撮影　阿部謙一郎

圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
を

通
し
て
外
出
の
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
障
が
い
者
も
外
に
出
る
こ
と

で
健
常
者
と
の
垣
根
が
な
く
な
り
、

自
然
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
街

に
な
っ
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。
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歯やガラス小玉などの貴重な出土品が展示され、多くの人で賑わいました。
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Ａ  妻沼中央公民館
↓（1000 ｍ）
Ｂ  製菓工場
↓（800 ｍ）
Ｃ  ピノキオ幼稚園
↓（1200 ｍ）
 D  大野稲荷神社
↓（1000 ｍ）
 E   グライダー合宿所
↓（1000 ｍ）
 F   利根川運動公園
↓（1000 ｍ）
 G   荻野吟子記念館

　市内の名所やちょっとした景色を楽しみながら、ウォーキン
グができるコースをご紹介します。運動不足解消や新たな熊谷
の発見など、楽しみ方をさがすのも良いかもしれませんね。
◆スポーツ振興課　　内線 391　

歩く距離　約６. ０k ｍ

く・ま・さ・ん・ぽ
さあ、歩こう！

　歩いた距離をウォーキングポイントカードに記録し、
300kmに達した方には、ささやかな景品を贈呈します。
　カードは、スポーツ振興課に置いてあるほか、市ホー
ムページからもダウンロードできます。

ウォーキングの
ポイント

・歩幅は、肩幅の 1.5 倍が目安。
・自分のペースで風を感じる速さで歩く。
・専用シューズを利用してアクティブに。

TEL

　　地点付近

　　地点付近

第 9 回 利根川健脚コース
コースの概要
　妻沼中央公民館から利根
川堤を東へと進み、荻野吟
子 記 念 館 ま で の ６ ｋ ｍ の
コースです。利根川の上空
に舞うグライダーを眺めな
がら歩きます。利根川運動
公園から渡船に乗って千代
田町にも足を延ばせます。

「
市
報
く
ま
が
や
」
は
、
毎
月
１
日（
原
則
）に
発
行
し
、
自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
市

役
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
「
市
報
く
ま
が
や
」
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L) http://w

w
w

.city.kum
agaya.lg.jp/　
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岸さんが所属する車イスラグビチームＡ
ア ッ ク ス

ＸＥのホームページ
http://wakuwaku-works.com/axe/index.htm　　



一般会計　歳入・歳出の内訳

平成 24年 (2012)4 月　市報くまがや 2市報くまがや　平成 24年 (2012)4 月3

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
５
７
５
億
円
で
、
対
前
年
度
比
２
．

０
４
％
、
額
に
し
て
、
12
億
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
学
校
３
校
の
屋

内
運
動
場
の
建
築
や
す
べ
て
の
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
事
業

総
額
15
億
１,
４
０
０
万
円
を
平
成
23
年
度
３
月
補
正
に
前
倒
し
し
て
計
上
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

◆
財
政
課　

内
線
２
４
１

平
成
24
年
度 

予
算
の
概
要

一般会計 575億円

特別会計
合計 289億2,000万円

特
別
会
計

国民健康
保険 214億1,385万1千円

下水道 36億4,078万5千円

公共用地
先行取得 1億4,990万4千円

駐車場
事業 2億8,494万2千円

土地区画
整理事業 11億1,674万2千円

農業集落
排水事業 4億9,067万6千円

後期高齢
者医療 18億2,310万円

水道事業 71億4,600万円

合計 935億6,600万円

平成 24 年度当初予算

市債
38億4,630万円

（6.7％）

県支出金
32億1,102万円

（5.6％）

民生費
229億1,445万円

（39.8％）

公債費
54億1,854万円

（9.4％）

教育費
52億1,335万円

（9.1％）

衛生費
50億9,432万円

（8.9％）

土木費
64億8,969万円

（11.3％）

総務費
59億1,308万円

（10.3％）

農林水産業費
10億6,275万円

（1.9％）

議会費
4億9,048万円

（0.8％）

労働費
3億9,316万円

（0.7％）

商工費
13億5,102万円

（2.3％）

消防費
30億5,916万円

（5.3％）

予備費
1億円

（0.2％）

市税
286億8,997万円

（49.9％）

地方交付税
49億5,000万円

（8.6％）

使用料及び手数料
8億3,633万円（1.4％）

分担金及び負担金
7億8,836万円（1.4％）

諸収入
25億994万円

（4.4％）

譲与税・交付金
29億7,364万

（5.2％）

繰越金10億円（1.7％）繰入金
11億3,638万円

（2.0％）

財産収入・寄附金
8,456万円（0.1％）

国庫支出金
74億7,350万円

（13.0％）

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
早
一

年
が
経
過
し
、
わ
が
国
経
済
を
は
じ

め
、
様
々
な
場
面
で
、
深
刻
な
打
撃

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
長
引
く

経
済
不
況
の
中
、
市
税
収
入
へ
の
影

響
が
続
く
一
方
、
福
祉
や
医
療
に
係

る
経
費
の
増
大
が
避
け
ら
れ
ず
、
厳

し
い
財
政
運
営
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
予
算
編
成
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
総
合
振
興
計
画
を
基

本
に
、
こ
れ
ま
で
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た「
子
育
て
応
援
」、

「
経
済
対
策
」、「
安
心
安
全
対
策
」

お
よ
び「
環
境
対
策
」を
さ
ら
に
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

掲
げ
ま
し
た「
信
頼
、
誇
り
、
笑
顔
」

の
３
つ
の
目
標
を
目
指
し
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
、
市
民
の
く
ら
し
を
守

る
た
め
、
真
に
必
要
な
施
策
を
重
点

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
、
市
政
運
営
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
効
率
的
で
健
全
な
行
財

政
運
営
を
図
り
つ
つ
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
豊
か
な
環
境
の
中
で
、
誇
り

と
希
望
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
生
活

が
で
き
る「
環
境
共
生
都
市 

熊
谷
」

の
実
現
に
向
け
て
、
一
つ
一
つ
の
施
策

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

熊谷市長

富岡 清

魅
力
あ
る
郷
土
を

　

ほ
こ
れ
る
ま
ち

市
民
と
行
政
が

　

 

協
働
す
る
ま
ち

１

２

平
成
24
年
度

熊
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
９
つ

の
政
策
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

ウ
エ
ル
カ
ム
熊
谷
観
光
事
業

 

（
５
８
０
万
円
）

坂
田
医
院
旧
診
療
所
等
整
備

事
業     

（
１,
７
５
５
万
円
）

市
民
協
働「
熊
谷
の
力
」事
業

　

新
た
に「
る
る
ぶ
熊
谷
」を
発
行

し
、本
市
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
市
民
活
動
団
体
と
市
の
協
働

に
よ
り
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

※
実
施
団
体
は
15
ペ
ー
ジ
参
照

　

坂
田
医
院
旧
診
療
所
等
の
施

設
補
修
を
行

い
、
妻
沼
聖

天
山
を
中
心

に
し
た
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

主
な
事
業
（
数
字
は
予
算
額
）

・
涼
し
さ
体
感
事
業 

（
１
９
０
万
円
）   

・
サ
ポ
ー
タ
ー
・
タ
グ
普
及
事
業   

　

 　
　
　
　
　
　
（
４
０
万
円
） 

・
介
護
者
サ
ロ
ン
ほ
っ
と
た
い
む
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
万
円
）

・
子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー
事
業

（
１
９
０
万
円
） 

・
め
ぬ
ま
周
遊
サ
イ
ク
ル
事
業

（
７
０
万
円
） 

・
甲
山
古
墳
美
化
推
進
事
業

（
９
８
万
円
）   

平成 24 年度の注目事業

　肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けた65 歳以上の方
に、接種費用の一部を助成し、高齢者の健康な暮らし
を守ります。　　　　　　　　　　［詳しくは、5 ページ］

　自助・共助の重要性を踏まえ、
自主防災組織の活動を支援し、
資材更新に係る補助を拡充する
など、地域防災力を向上させま
す。また、総合防災訓練の実施
や災害備蓄食糧を計画的に配備
します。

　メモリアル彩雲（南）から東武熊谷線跡地までの約
450ｍ（第一期整備区間）を整備し、供用を開始します。

　建設中の中央消防署と熊谷東小学校区の地域公民館
が熊谷女子高校東側に完成します。

三尻小・籠原小・熊谷南小の屋内
運動場を建築します   （11億400万円）

すべての中学校（16 校）の普通教室に
エアコンを整備します（4 億 1,000 万円）

3 月補正予算

高齢者の「肺炎球菌ワクチン」予防接種
の費用を一部助成します 

防災のまちづくりを進めます

第 2 北大通線（第１期整備区間）が完
成します

　囲碁の第 67 期本因坊戦が聖天山歓喜院で開催され
るため、実行委員会に対し、その運営費を補助します。

(200 万円）
第 67 期本因坊戦熊谷対局実施事業

中央消防署、熊谷東小学校区の公民館
が完成します

歳入
575 億円

歳出
575 億円

［特集］

数字は予算額

平成24年度
（見込み）

平成23年度
（見込み）

平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度

850.00
807.10

760.99

732.12

695.34
682.01

661.35

800.00

750.00

700.00

650.00

600.00

550.00

市債（市の借金）残高の推移
（一般会計 + 特別会計）    単位：億円

み
ん
な
で
創
る

　
　

安
全
な
ま
ち

３く
ま
が
や
交
通
安
全
フ
ェ
ア

事
業    　

  
（
１
９
３
万
円
）

通
学
路
交
通
安
全
対
策
事
業      

（
６,
０
０
０
万
円
）

　

交
通
安
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
体
験
、
自
転
車
点
検
等
を
行

う「
く
ま
が
や
交
通
安
全
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
通
学

で
き
る
よ
う
、
小
学
校
の
通
学

路
の
交
通
安
全
対
策
を
計
画
的

に
実
施
し
ま
す
。

放課後児童保育室整備事業 （1,190万円）

地域子育て支援拠点事業　（8,093万円）

　市内 35 か所目の放課後児童クラブを新たに大幡小
学校内に整備します。

　新たな地域子育て支援拠点を市内ショッピングセン
ター内に開設し、市内18 か所の支援拠点で、子育て中
の親子を応援します。

だ
れ
も
が
安
心
し
て

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

４
「
暑
さ
対
策
」事
業

・
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ
配
布
事
業 　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
１,
５
８
０
万
円
）

・
Ｐ
Ｒ
事
業　
　

  　

（
１
９
３
万
円
）

・
ま
ち
な
か
オ
ア
シ
ス
事
業（
１
２
５
万
円
）

・
暑
さ
に
ま
け
る
な
中
学
生
事
業（
３
０
万
円
）

(1,849 万円）

(1,279 万円）

(6 億 5,384 万円 /1億 9,919 万円）

(1億1,403万円）

　本市出身の作家、森村誠一氏が提
唱する「写真俳句※」を全国から募集
し、優秀作品をまちなかに展示する
など、本市の魅力を発信します。
※自作の写真に、自作の俳句 ( 五七五 )
　を合わせた、新たな表現方法。

森村誠一「写真俳句」チャレンジ事業 
(175 万円）

TEL
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平成 24年度　予算の概要

高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用を一部助成します

子宮頸
け い

がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種費用を全額助成します

 　　共通事項

応募方法　
　所定の応募用紙に記
入し、下記（市役所3階）
へ提出してください。
　応募用紙は、市役
所、 行 政 セ ン タ ー、
公民館等に設置して
あるほか、市ホーム
ペ ー ジ か ら ダ ウ ン
ロードすることがで
きます。
募集期間
　 5 月 18 日（金）まで
　 随時

◆企画課 　内線 215
　 　048-525-9222
Ｅメール　kikaku@city.
kumagaya.lg.jp

今年も皆さんの「あつい」活動を応援します！

　「あついぞ！熊谷」の冠
を事業名につけて広報し
たい事業や商品等を募
り、市がまとめてチラシ・
ポスター等でＰＲします。
　今年は、「あつべえ」
または、「あついぞ！熊谷」に関連する商
品の特集を予定しています。
対象となる事業
　夏期（原則７月〜９月）に実施し、次のい
ずれかの要件を満たすもの
①「あつい」とつながる内容である（暑い、

熱い、篤い等）。
②「あつい」から行う取組みである（涼、風、

緑、水、川、海のイメージ等）。
③「あついぞ！熊谷」シンボルキャラクター
「あつべえ」に関連する取組みである。

④その他「熊谷市」をＰＲする取組みである。

　スポーツや文化芸術分野で活躍し、広
報大使として本市のＰＲを行ってくれる
少年・少女を募ります。
対象となる少年・少女
　18 歳以下で、予選を勝ち抜き、規定
レベルの大会に出場する方で、｢あつい
ぞ！熊谷｣少年熱中大使となって、大会
会場等で、｢あついぞ！熊谷｣Ｔシャツ（プ
レミアム版）を着てくれる方。必ず大会に
出場する前に申請してください。
※規定レベルの大会：中学生以下の方は、

県大会レベル。それ以外の方は、関東
大会レベル。

記念品
　「あついぞ！熊谷」
Ｔシャツ（プレミア
ム版）を差し上げま
す。

「あついぞ！熊谷」U-18 少年熱中大使事業「あついぞ！熊谷」冠エントリー事業 １１

１

22

2

FAX

７月から開始

今年度も継続

種類 対象年齢 助成（接種）
回数 通知方法

子宮
頸がん

①中学１年生〜高校１年生相当の女子
②高校 2 年生相当の女子のうち、平成 24 年 3

月 31 日までに接種を開始し、接種が未完了
の方（平成 24 年 3 月 31 日までに未接種の
方は対象外です。）

3 回  中学 1 年生の方に個別通知（郵送）します。
※中学 1 年生以外の対象者の方へは改めて通知はしません。

ヒブ
2 か月〜 5 歳未満

（接種時の年齢）

接種を開始
した月齢に
より 1 〜 4 回

2 か月児の方に、個別通知（郵送）します。
※予診票をお持ちでない方は、接種前に母子健康セン

ターに母子健康手帳を持参のうえ、お越しください。小児用
肺炎球菌

自
然
の
豊
か
さ
が

　

 

あ
ふ
れ
る
ま
ち

５

便
利
で
快
適
な

人
に
や
さ
し
い
ま
ち

７

地
域
に
根
ざ
し
た

教
育
・
文
化
の
ま
ち

８

効
率
的
で
わ
か
り

や
す
い
行
財
政

９

活
力
あ
る
産
業
が   

　
　
　

育
つ
ま
ち

６企
業
誘
致
推
進
事
業

 

（
１
億
２,
７
９
８
万
円
）

熊
谷
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
整
備

事
業　
　

   

（
４
０
９
万
円
）

子
宮
頸け

い

が
ん
等
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

 （
１
億
５,
２
０
５
万
円
）

北
部
地
域
振
興
交
流
拠
点

施
設（
仮
称
）基
礎
調
査
事
業

 

（
４
２
９
万
円
）

あ
っ
ぱ
れ
・
天
晴
・
太
陽
光

発
電
等
普
及
推
進
事
業

 

（
３,
５
０
０
万
円
）

あ
っ
ぱ
れ
・
冷
ま
せ
・
低
公

害
軽
自
動
車
導
入
奨
励
事
業

 （
４
４
９
万
円
）

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
生
息
区
域
保

全
集
中
転
換
促
進
事
業

　
　
　

 

（
９
，
９
８
９
万
円
）

市
史
編
さ
ん
事
業

 

（
３,
２
５
０
万
円
）

（
仮
称
）ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
村

整
備
事
業 

（
１,
６
５
６
万
円
）

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
策
定
事
業 

（
２
２
５
万
円
）

農
地
・
水
保
全
管
理
支
援
事
業

 

（
２,
３
６
０
万
円
）

子
育
て
応
援
自
転
車
お
で
か

け
事
業　

   

（
３
０
０
万
円
）

保
育
所
等
災
害
時
緊
急
連
絡

シ
ス
テ
ム
事
業（
７
７
万
円
）

ハ
ロ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
誕
生
記

念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業 　

　
　
　
　

  

（
８
５
１
万
円
）

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
全
額
公
費

負
担
し
ま
す
。

　

県
と
共
同
で
、
地
域
の
特
色

や
資
源
を
生
か
し
た
次
世
代
産

業
の
振
興
・
集
積
と
地
域
の
産

業
振
興
や
文
化
・
市
民
活
動
支

援
を
促
進
す
る
交
流
拠
点
施
設

を
整
備
す
る
た
め
の
基
礎
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
都

市
像
の
実
現
を
図
る
た
め
、
総
合

振
興
計
画
の
後
期
基
本
計
画（
計

画
期
間　

平
成
25
年
度
〜
29
年

度
）を
策
定
し
ま
す
。

　

家
庭
用
・
業
務
用
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
や
高
効
率
給
湯
器
を

設
置
す

る
市
民
・

事
業
者

に
対
し
、

設
置
に

か
か
る
費

用
の
一
部

を
補
助

し
ま
す
。

　

低
公
害
軽
自
動
車（
基
準
有
）
を

購
入
し
軽
自
動
車
税
を
納
め
た
方

に
、軽
自
動
車
税
相
当
額（
納
税
額
）

を
奨
励
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を

　

本
市
の
歴
史
的
・
文
化
的
発

展
の
過
程
を
調

査
し
た
熊
谷

市
史「
資
料
編

２ 

古
代
・
中

世
」を
刊
行
し

ま
す
。

　

旧
市
立
女
子
高
校
の
施
設
を

活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
に
親

し
め
る
生
涯
学
習
の
拠
点
を
整

備
す
る
た
め
、
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
道
水
路
の
草

刈
り
や
水
路
の
堀
さ
ら
い
な
ど
の

活
動
を
実
施
す
る
活
動
組
織
へ
活

動
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

全
国
屈
指
の
快
晴
率
を
誇
る

本
市
で
、
先
導
的
に
環
境
共
生

型
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　

安
全
基
準
を
満
た
す「
幼
児
２

人
同
乗
用
自
転
車
」を
購
入
し
た

方
を
対

象
に
、購

入
費
用

の
一
部

を
補
助

し
ま
す
。

　

企
業
立
地
奨
励
金
の
交
付
要

件
の
緩
和
や
環
境
に
係
る
奨
励
金

の
メ
ニ
ュ
ー
の
新
設
な
ど
、
制
度

を
充
実
さ
せ
、
企
業
誘
致
を
進
め

ま
す
。

　

子
ど
も
の
誕
生
を
祝
い
、
健
や

か
な
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。
出

生
記
念
品
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム「
メ
ル

く
ま
」を
活
用
し
、
保
育
所
や
児

童
ク
ラ
ブ
と
保
護
者
と
の
間
の
連

絡
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
、

財
政
課（
市
役
所
３
階
）ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

◆
財
政
課　

内
線
２
４
１

　7 月から、65 歳以上の方を対象に高齢者肺炎球菌
ワクチン予防接種の費用を一部助成します。高齢者肺
炎球菌ワクチンは、希望によって接種を受ける任意の
予防接種です。効果と副反応を理解いただき、医師と
相談のうえ接種しましょう。
対象　市内在住の 65 歳以上で下記①または②に該当

し、接種を希望する方
①初めて肺炎球菌ワクチンを接種する方　
②肺炎球菌ワクチンを接種してから 5 年以上経過した方
助成額　　接種費用のうち、市が 4,000 円を助成しま

す。助成を受けるには必ず接種前に申請が必要です。
（7 月から受付開始）

※ただし、前記対象者のうち、生活保護世帯に属する
方は、全額助成

接種回数　1 回　　
助成回数　生涯 1 回のみ
接種期間　7 月から、通年で接種できます。
接種場所　市内の契約医療機関
その他　
①病気等により契約医療機関で接種できない場合には、

必ず接種を受ける前に下記へご相談ください。
※ 事前申請がない場合には、助成が受けられません。
② 7 月 1 日以前の接種についての払い戻し制度はあり

ません。
※申請方法など、詳しくは7月号市報でお知らせします。    
◆健康づくり課　  048-528-0601

さ
ら
に
促
進
し
、
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ

生
息
区
域
の
水
質
保
全
を
図
る

た
め
、
事
業
を
拡
充
し
、
整
備

率
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　この予防接種は、保護者の希望によって接種を受け
る任意の予防接種です。効果と副反応を理解いただき、
医師と相談のうえ接種しましょう。
対象　市内在住で下表に該当し、接種を希望する方
接種期間　4 月 1 日（日）〜平成 25 年 3 月 31 日（日）

※平成 23 年度交付の子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌予診票はそのまま使用できます。（平成 25 年 3 月 31 日まで有効）

接種場所・費用　市内の契約医療機関で接種をする場
合、接種費用は無料です。

その他　平成 25 年 4 月 1 日以降の助成内容は、変更
される場合があります。

◆母子健康センター　  048-525-2722TEL

TEL

TEL

あついぞ！熊谷
シンボルキャラクター「あつべえ」

TEL



◎
印
＝
議
長　

○
＝
副
議
長

学
校
名

議
員
氏
名

荒
川
中
学
校

橋は
し

立だ
て　

啓け
い

佑す
け

石い
し

井い　

美み

樹き

富
士
見
中
学
校

大お
お

嶋し
ま　

真ま

衣い

安あ
ん

藤ど
う　

駿
し
ゅ
ん

大
原
中
学
校

原は
ら　

拓た
く

也や

菊き
く

地ち　

黎れ
い

奈な

熊
谷
東
中
学
校

梅う
め

澤ざ
わ　

盛も
り

佳よ
し

石い
し

井い　

唯ゆ

貴き

玉
井
中
学
校

小お

川が
わ　

直な
お

紀き

眞ま
し

下も　

里り

沙さ　

大
麻
生
中
学
校

長は

谷せ

部べ　

敦
あ
つ
し　

矢や

木ぎ

澤さ
わ　

真ま

穂ほ

中
条
中
学
校

佐さ

藤と
う　

一か
ず

樹き　

飯い
い

田だ　

希ま
れ

菜な

吉
岡
中
学
校

青あ
お

木き　

海か
い

将と　

○

増ま
す

田だ　

美み

樹き　

別
府
中
学
校

大お
お

澤さ
わ　

信の
ぶ

彦ひ
こ　

片か
た

桐ぎ
り　

美み

紀き　

三
尻
中
学
校

田た

沼ぬ
ま　

里り

佳か

子こ　

鈴す
ず

木き　

皇こ
う

貴き

奈
良
中
学
校

酒さ
か

井い　

尋ひ
ろ

花か

平ひ
ら

山や
ま　

隼は
や
と人　

大
幡
中
学
校

代だ
い　

智と
も

彬あ
き

新あ
た
ら
し
　

穂ほ

乃の

香か　

大
里
中
学
校

中な
か

村む
ら　

魁か
い

星せ
い

田た

所ど
こ
ろ　

実み

宝ほ

妻
沼
東
中
学
校

飯い
い

塚づ
か　

夕ゆ
う

稀き　

◎

青あ
お

木き　

慎し
ん

弥や

妻
沼
西
中
学
校

内う
ち

田だ　

裕ゆ
う

太た

船ふ
な

越こ
し　

か
れ
ん

江
南
中
学
校

赤あ
か

津つ　

真ま

緒お

関せ
き

口ぐ
ち　

愛あ
い

香か

ジ
ュ
ニ
ア
議
員
名
簿
（
敬
称
略
）

　

市
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
市
民
や
事
業

者
に
対
し
て
、
補
助
制
度
を
設

け
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
補
助
制

度
や
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
壁
面
緑
化
の
普
及
を

図
り
、
夏
の
暑
さ
の
緩
和
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平

成
24
年
度
に
は
、
低
公
害
で
低

燃
費
の
軽
自
動
車
を
購
入
さ
れ

た
方
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付

し
、
環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車
の

普
及
に
取
り
組
む
な
ど
様
々
な

エ
コ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
20
年
１
月
に

国
の「
自
転
車
通
行
環
境
整
備
モ

デ
ル
地
区
」の
指
定
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
国
、
県
、
市
が
協
力

　

全
小
学
校
の
普
通
教
室
へ
の

設
置
工
事
を
現
在
実
施
し
て
お

り
、
今
年
の
夏
に
は
、
エ
ア
コ
ン

を
使
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
中
学
校
に
つ
い
て
も
、

全
普
通
教
室
へ
の
設
置
に
向
け
、

現
在
設
計
を
進
め
て
お
り
、
平

成
24
年
度
に
工
事
を
実
施
す
る

予
定
で
い
ま
す
。

　

熊
谷
市
の
小
・
中
学
校
で

の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

　

熊
谷
市
の
行
っ
て
い
る
エ
コ

活
動
に
つ
い
て
具
体
的
な
取

組
み
や
、
こ
れ
か
ら
の
予
定

な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

自
転
車
に
乗
る
人
や
歩
行

者
が
安
心
し
て
通
れ
る
よ
う

な
道
を
増
や
す
こ
と
や
歩
道

や
自
転
車
専
用
道
が
な
い
道

に
は
、
そ
れ
ら
を
作
る
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Q

Q

Q

・ワークショップやジュニア議会で、熊谷市の取組みについて知るこ
とができました。
・事前にワークショップを開くのは、とても良いことだと思いました。
他の学校の人と友達になれたりして、刺激も受けました。
・熊谷市のためになるボランティアや地域活動に取り組んでいきたいです。
・議会のことや市のことについて知識を深めることができて楽しかったです。
・身近なことに市政が関わっていることを知り、興味を持ちました。
・今回この議会で学んだことを活かして生徒会活動に役立てていきた
いと思います。

　今回から議会開催の準備段階として本
市への理解を深めていただくため、ワー
クショップを 2 回開催し、市職員を講師
としての市政に対する事前学習と学校紹
介、グループ討論を通して生徒間の交流
も図りました。
※名称についても熊谷市子ども議会から

夢・未来熊谷ジュニア議会に改めました。

　｢歩行者や自転車にやさしい、交通事故
が少ない安全なまちをつくる決議｣
　この議提議案は、ワークショップのグ
ループ討論で将来の熊谷について話し合
い、その結果をまとめたもので、ジュニ
ア議員全員の賛成で採択されました。
　採択にあたり、ジュニア議員を代表し
て玉井中学校の小川直紀議員、眞下里沙
議員が ｢今回の意見交換をとおして私た
ちは、ふるさと熊谷の将来について考え
行動することの大切さを知りました。こ
の気持ちを忘れないで、多くの人たちと
協力し歩行者や自転車にやさしい環境に
配慮したまち、交通事故が少ない安全な
まち熊谷をつくることを決議します。｣と
壇上で力強く朗読しました。

挙手をして質問へ臨む

答弁をする富岡市長

壇上で質問をする

壇上で質問をする

　

こ
の
ほ
か
に
も
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
市
政
運
営
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

ジュニア議員の感想 ジュニア議会を終えて

ワ ー ク シ ョ ッ プ

し
て
、
ま
ち
な
か
の
自
転
車
道
整

備
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
、
景
観

整
備
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る「
熊

谷
市
道
路
空
間
整
備
推
進
委
員

会
」を
つ
く
り
、
国
道
17
号
・
市

役
所
通
線
・
県
道
太
田
熊
谷
線

な
ど
を
自
転
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
軸
と
し
て
、
様
々
な
検
討
・

調
査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
転
車
道
等
の
通
行
環
境
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
・
県
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
熊
谷
駅

周
辺
の
中
心
市
街
地
か
ら
取
組

み
を
始
め
、
順
次
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

グループ討論

議 提 議 案

平成 24年 (2012)4 月　市報くまがや 67 市報くまがや　平成 24年 (2012)4 月

富岡市長（前列中央左）、礒﨑市議会議長（前列中央右）とジュニア議員

　１月 29 日、熊谷市議会本会議場で、第６回夢・未来熊谷ジュニア議会が開催されました。市内の 16 の中学
校から代表として選ばれたジュニア議員が、市政について感じていること、疑問に思っていることを質問し、
市長をはじめ、副市長、教育長、担当部長が答弁しました。

◆広報広聴課　  内線２０６

　

市
で
は
、
住
宅
が
密
集
す
る

市
街
地
を
中
心
に
地
震
直
後
の

避
難
場
所
と
し
て
、
公
園
や
広

場
な
ど
を
、
一
時
避
難
場
所
や

広
域
避
難
場
所
に
指
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
一
円
の
避

難
施
設
に
つ
い
て
は
、
建
物
の

強
度
に
よ
る
安
全
性
や
生
活
す

る
た
め
の
利
便
性
な
ど
を
充
足

し
て
い
る
既
存
施
設
の
中
か
ら
、

設
備
や
地
域
ご
と
の
人
口
分
布

を
考
慮
し
て
、
小
学
校
を
指
定

避
難
所
、
中
学
校
や
公
民
館
、

保
育
所
や
集
会
所
な
ど
を
補
助

避
難
所
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
を
主
体
と
し
た
自
主
防

災
組
織
は
、
震
災
以
降
、
10
％

近
く
も
組
織
率
が
向
上
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
引
き
続
き
自

主
防
災
組
織
の
新
規
設
立
に
向

け
、
自
治
会
等
へ
の
働
き
か
け
や

防
災
訓
練
へ
の
支
援
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
組
織
率
の
向
上
と

地
域
防
災
力
の
充
実
・
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
や
こ
れ
ま
で
の
風
水

害
を
教
訓
と
し
て
、
実
効
性
の

高
い
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

作
業
や
手
続
を
急
い
で
い
ま
す
。

夢・未来 熊谷ジュニア議会が開催されました第
6
回

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
今

後
の
対
策
や
方
針
な
ど
の
計

画
は
あ
り
ま
す
か
。

Q

未来の熊谷を担う子どもたちの視点を市政に生かす

TEL



●熊谷市役所　  048-524-1111　〒 360-8601　宮町 2 丁目 47-1TEL●大里庁舎 大里行政センター  　0493-39-0311TEL●妻沼庁舎 妻沼行政センター　  048-588-1321TEL●江南庁舎 江南行政センター　  048-536-1521TEL市政ワイド
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市政ワイド

いきいきあんしん 元気で長寿のまち くまがや後期高齢者医療制度と国民健康保険に関するお知らせ

　後期高齢者医療制度の保険料は、均等割と所得割によ
り被保険者個人ごとに計算され、その保険料率は 2 年ご
とに改定となります。平成 24 年度および平成 25 年度の
保険料率および賦課限度額は、次のように変更となります。

　低所得者世帯の負担軽減を図るために、平成 24 年度
分の国民健康保険税から国民健康保険の加入世帯の前年
中の所得が一定額以下の世帯に対する均等割・平等割の
軽減の割合及び範囲を次のように拡大するとともに、賦
課限度額が変更となります。

※ 1　世帯主
　　軽減の判定では、国保に加入していない世帯主も判定の対象とな

ります。
※ 2　特定同一世帯所属者
　　国保から後期高齢者医療制度に移行された方で、移行後も継続し

て同一の世帯に属している方をいいます。ただし、世帯主の変更があっ
た場合や、移行後 5 年を経過した場合は、特定同一世帯所属者では
なくなります。

※ 3　前年中の所得の合計額
　　軽減の判定については、世帯主と加入者及び特定同一世帯所属者

の方の所得の合計により判断します。したがって所得状況が不明な
方がいる世帯については、軽減はされませんので、軽減を受けるに
は国民健康保険に加入されている 16 歳以上の方全員の所得の申告
が必要となります。

　　また、65 歳以上の公的年金所得者は、年金所得からさらに 15 万
円を控除した金額で判定します。

１　軽減割合の拡大

2　賦課限度額の変更

　また、世帯主と被保険者の所得額が以下に該当する場
合は、保険料が軽減されます。

　後期高齢者医療制度に加入されている方が熊谷市指定
の保養施設を利用する場合、宿泊費の補助が受けられます
が、平成 24 年度から申請窓口が次のとおり変更になります。
申請窓口　
長寿いきがい課 ⇒ 保険年金課（1 階 4 番窓口）
妻沼行政センター福祉課 ⇒ 妻沼行政センター市民環境課
大里・江南行政センター市民福祉課は変更ありません。
◆保険年金課　 内線 278、302

※窓口支払いの上限額（月当たり）は、所得に応じて異な
ります。

　これまでの高額療養費制度の仕組みでは、高額な外
来診療を受けたとき、ひと月の窓口負担が自己負担限度
額以上になった場合でも、いったんその額をお支払いい
ただいていましたが、平成 24 年 4 月1日からは、限度
額を超える分を窓口で支払う必要はなくなります。

　事前の申請など、詳細は、加入されている健康保険組合、
全国健康保険協会、市町村（国民健康保険、後期高齢者
医療制度）、国保組合、共済組合までお問合せください。

　病院薬局などで上記の提示がないと、支払額は従来通りとな
ります。支払った窓口負担と限度額の差額がある場合には、後日、
ご加入の健康保険組合などから差額分が支給されます。

平成 24 年 4 月 1日から
　健康保険組合が発行する限度額認定証や被保険者証等
を提示すれば、窓口での支払いが一定の金額にとどめら
れます。

◆保険年金課　  内線 248、379

◆保険年金課　  内線 278、279

後期高齢者の保養施設補助の申請窓口が変更
となります

高額な外来診療を受ける皆さまへ

後期高齢者医療制度の保険料率と賦課限度額
が変更となります

国民健康保険税の軽減割合を拡大するとともに
賦課限度額が変更となります

平成 22・23 年度 平成 24・25 年度
均等割額 40,300 円 41,860 円
所得割率 7.75％ 8.25％

賦課限度額 50 万円 55 万円

平成 23 年度 平成 24 年度
医療給付費分 47 万円 50 万円
後期高齢者支援金等分 12 万円 13 万円
介護納付金分   9 万円 10 万円

高額な外来
診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

70 歳未満の方
70 歳以上の
非課税世帯等
の方

加入する健康
保険組合など
に「認定証」（限
度額適用認定証）
の交付を申請し
てください。

「認定証」を窓口に提示
してください。

70 歳以上 75 歳
未満で、非課税世
帯等ではない方

必要ありません「高齢受給者証」を窓口
に提示してください。

75 歳以上で、
非課税世帯等
ではない方

必要ありません
「後期高齢者医療被保
険者証」を窓口に提示
してください。

総所得金額等の合計額 軽減割合
33 万円以下 均等割　8.5 割軽減
33 万円以下の内、世帯内の被保
険者全員が年金収入 80 万円以下

（その他各種所得がない）
均等割　9 割軽減

33 万円＋｛24.5 万円×被保険者
数（世帯主を除く）｝以下 均等割　5 割軽減

33 万円＋｛35 万円×被保険者数｝以下 均等割　2 割軽減
58 万円以下 所得割　5 割軽減
後期高齢者医療制度に加入する前日にお
いて被用者保険の被扶養者であった方

所得割が課されず
均等割　9 割軽減

世帯主※１、加入者および特
定同一世帯所属者※ 2 の前年
中の所得の合計額※ 3

平成 23 年度 平成 24 年度

33 万円以下 6 割軽減 7 割軽減
33 万円＋（24 万 5 千円×世
帯主を除く加入者および特定
同一世帯所属者の数）以下

4 割軽減 5 割軽減

33 万円＋（35 万円×加入者およ
び特定同一世帯所属者の数）以下 軽減なし 2 割軽減

対象　65 歳以上の市民（登録制）で14回全てに参加できる方
※介護保険で要支援・要介護認定を受けている方や介

護保険料の滞納がある方は対象となりません。
定員　各会場とも 30 人（初回参加の方優先）

持ち物　運動のできる支度・上履き用運動靴・タオル・
飲み物（水筒またはペットボトル）・バスタオル

申込み　各会場の受付開始日から電話で下記へ。
※申込みは 1 会場のみ。料金は無料です。参加の可否

は後日ご案内します。
◆長寿いきがい課　  内線 217、451

※全 14 回中、運動器の機能向上 12 回、口
こ う く う

腔機能向上・栄
養改善教室を各 1 回実施します。

※熊谷保健センターは、お車での参加はご遠慮ください。

　いつまでもいきいきと老後を過ごすために、日常生
活の中に簡単体操をとりいれませんか？

実施会場 実施日 時間 受付開始
別府公民館 5月7日〜8月6日

の月曜日
10 時〜12 時 4 月 10 日

（火） 〜熊谷保健センター 14 時〜16 時
江南勤労センター 5月8日〜8月7日

の火曜日
10 時〜12 時 4 月 11 日

（水） 〜大里保健センター 14 時〜16 時
ひかわ荘 5月11日〜8月10日

の金曜日
10 時〜12 時 4 月 12 日

（木） 〜上之荘 13時40分〜15時40分

　満 70 歳以上の方に申請により 2,000 円分の敬老
マッサージ・鍼灸サービス利用補助券を交付します。
　利用希望者は下記へ申請書を提出してください。
　利用補助券は、4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日
までの間に 1 回限り利用できます。
　利用できる施術所はお問合せください。
◆長寿いきがい課　  内線 280
◆各行政センター福祉担当課

敬老マッサージ・鍼
しんきゅう

灸サービス
利用補助券を交付します

ずっと元気！らくらく体操教室

　高齢者の健康づくりを目的に、熊谷さくら運動公園
屋内プールの無料利用券を、申請により交付します。
対象　4 月 1 日現在で、65 歳以上の方
交付枚数　一人あたり年度内 2 枚
交付期間　4 月 1 日〜平成 25 年 3 月 31 日（利用有

効期間についても同様）　
交付場所　下記にて。
◆長寿いきがい課　  内線 280
◆熊谷さくら運動公園屋内プール　 048-533-9100

熊谷さくら運動公園屋内プール｢アクアピア｣
無料利用券を交付します

健康入浴券を交付します
（公社）熊谷市シルバー人材センター 会員入会説明会

　申請により 4 月 1 日現在で、65 歳以上 77 歳未満
の方に 100 円で利用できる券、77 歳以上の方に無料
券を交付します。
交付枚数　自宅にお風呂のない方は月あたり 4 枚、自

宅にお風呂のある方は月あたり 1 枚
利用できる浴場　
 

　利用希望者は、下記へ申請書を提出してください。
◆長寿いきがい課　 内線 280
◆各行政センター福祉担当課

○どちらの会場でも受け付けできます。
○都合により受付日が変更となる場合があります。
※入会希望者は、必ず入会説明会に参加してください。
※入会するときは必要書類等（入会説明会で配布）をご

持参ください。
◆熊谷市シルバー人材センター本部事務所     048-524-2810

対象　市内在住の 60 歳以上で、健康で働く意欲があ
り、シルバー人材センターの理念を理解し、賛同し
てくださる方

TEL

入会説明会 とき・ところ 入会受付 とき・ところ
本部

事務所
毎月第 2 金曜日 13 時 30 分〜
勤労青少年ホーム ほか

毎月第 3 金曜日 10 時〜 15 時
シルバー人材センター本部事務所

妻沼
事務所

毎月第 2 水曜日 13 時 30 分〜
シルバー人材センター妻沼事務所

毎月第 3 水曜日 10 時〜 12 時
シルバー人材センター妻沼事務所

朝日湯 本石 1-332 　   048-521-5165
桜湯 筑波 3-98-1 　   048-521-2418
見晴湯 伊勢町 264-2 　   048-521-3934

TEL

TEL

TEL

TEL

現在ご加入の
健康保険組合
後期高齢者医療
国民健康保険

事前に
①認定証
　の申請

③認定証
　を提示
　窓口支払
　いが一定
　上限額に（※）②認定証

　の交付

高額の
外来診療を
受けたとき

病院
薬局など

第 1 回 第 2 回
対象 主に市田小学校区 主に吉見小学校区

とき 4 月 28 日 (土)
14：00 〜 16：00

5 月 12 日 (土)
14：00 〜 16：00

ところ 大里コミュニティセンター
ホール（東棟）

大里ふれあいセンター
2 階大会議室

テーマ (1) だれもが安心して健康に暮ら
せるまち（主に子育て支援）　 市民と行政が協働するまち

テーマ (2) 地域性を考慮した
災害対策について

地域に根ざした教育・
文化のまち　

　　　　　　　　　市長が市内各所に伺い、市民の皆さん
のご意見やアイデア等をいただき、今後の市政に反映させるた
めの懇談会です。皆さんのご参加をお待ちしています。

募集対象および人員 　主に、その小学校区に在
住・在学・在勤の方、または学区内保育所、幼稚園、
児童館等利用者の保護者で各回 40 人程度
申込み　電話またはＦＡＸ、Ｅメールに住所・
氏名・電話番号を記入のうえ、開催日の一週間
前までに下記に申込みください。
　なお、大里ふれあいセンターでの開催時には、
2 歳以上の幼児を保育士がお預かりします。お子
さんがいて、お住まいの地区に参加いただけな
い方もご応募ください。託児、手話通訳を必要
とされる方は、申込みの際にお申し出ください。
◆政策調査課　 内線 368     048-525-9222
　E メール　seisakuchosa@city.kumagaya.lg.jp

明日へチャレンジ！地域の元気から

あなたと市長の

TEL FAX

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL TEL

TEL

ハートフル・ミーティング


